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1. 問題の所在

　鹿児島県は，多くの離島・へき地を抱えており，小学校 526 校のうち、その半数近くの 243 校

が複式学級を有する小学校である（平成 28 年度）。このような複式学級を有する学校における体育

科の授業では，「異学年のめあてが異なる教材の進め方」「少人数によるゲーム領域の指導の在り方」

「体力差・体格差からくる序列意識が生じ，競争心の高揚や運動への動機付けの難しさ」などの課

題が見られる。教師は，これらの課題を解決するために，カリキュラム編成や教材設定，単元構成

及び単位時間の指導方法の工夫を行いながら、子どもたちに指導内容を身に付けさせるための授業

改善に取り組む現状がある。しかしながら，体育科カリキュラムに焦点を当てると，「Ａ年度・Ｂ

年度方式」で行っている学校の中には，単式の指導計画をそのまま活用することによって，３年生

が４年生内容から授業を受けることや，４年生が３年生の内容を受けることが発生し，指導内容を

系統的に学ぶことができない現状が存在する。また，「１本案」の学校の中には，同単元・同内容

を２学年繰り返すだけで，子どもたちにとっては，課題意識を高めながら，意欲的に学習に取り組

むことが難しい現状が見られる。阿部ら（2016）は，鹿児島県の複式学級を有する学校の体育科

カリキュラムについての現状把握のためのアンケート調査を行い，複式学級を有する学校の体育科

カリキュラム編成の実践的課題の抽出を行った。その結果の中で特筆すべきは，体育科の授業にお

いて指導をすることが難しいと考えている領域では，「ゲーム・ボール運動領域」であるとの回答が，

圧倒的に多くみられたことだ（34 校 /66 校）。これは，２個学年が同じ教材の中で学ぶため，発達

の段階に違いがあり，技能差や思考面での差が出やすい傾向にあったり，当該学年で身に付けなけ

ればならない指導内容が曖昧になったりするからである。

　このようなことから，複式学級を担当する教師らにとって，とりわけ困難であると捉えるボール

ゲーム系領域の指導及びその計画立案について詳細な検討を加えることは，避けることのできない

重要な今後の課題として位置づけることができる。
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　そこで，本論では，ゲーム・ボール運動系領域を対象として，複式学級の体育科カリキュラムづ

くりの基本的な考え方とその効果的な実践に向けた教材設定の要件の提示を行うことを目的とす

る。

2　子どもたちの発達特性について

　複式学級では，２個学年が一緒に学ぶため，学級の構成員である子どもたちの発達の段階に違い

が見られる。つまり，同じ教室の中にいるからといって，同じような指導の在り方を行えばよいと

いうわけではない。これらのことから複式学級の指導を行う上では，発達特性をしっかりと整理

し，当該学年でどのような特性があるか理解した上で指導を行っていくことが求められている。表

１は，小学校期の発達特性を「運動面」「認知面」「社会面」で整理したものである（表１）。

表１　小学校期の発達特性

学年 １　年 ２　年 ３　年 ４　年 ５　年 ６　年

運
動
面

・大筋使用の活動が
多く，運動は不器用
である。

・活動欲求が強い。
運動は，遊びであ
り，あきやすい。
・細身の体型であ
る。体は，幼児期に
比べるとあまり成長
しない。発育に性差
がない。
・眼球運動および目
と手の協応が少しず
つできるようにな
る。
・神経系が急速に発
達している。

・大筋使用の活動が
多く，運動は不器用
である。徐々に器用
になってくる。運動
の組合わせが可能に
なる。
・活動欲求が強い。
技能習得に興味が出
てくる。
・細身の体型である。
引き締まった体型で
丈夫になる。体の成
長は安定している。
・眼球運動および目
と手の協応ができる
ようになる。

・神経系の急速な発
達が終わる。

・大筋使用の活動が
多いが，細かな筋肉
が使えるようになり，
器用になってくる。

・活動欲求が強い。
運動の節約性が見ら
れる。
・調和のとれた体格
である。体の成長は
安定している。

・眼球運動および目
と手の協応が安定す
る。

・ 個人差が出てくる

・大筋使用の活動が
多いが，細かな筋肉
が使えるようになり，
器用さが増す。

・運動を目的として
捉えることができる
ようになる。
・調和のとれた体型
である。女子の成長
が大きい。

・眼球運動および目
と手の協応が安定す
る。

・ 個人差が大きくな
る。

・大筋使用の活動が
多いが，細かな筋肉
が使えるようになり，
様々な運動を器用に
行う。

・運動を目的として
捉え，粘り強く取り
組めるようになる。
・第二次性徴が始ま
り，女子の方が成長
が大きく男子より身
長が大きくなる。
・循環器系の発達し，
持久力がつき，粘り
強くなる。

・ 男女差，個人差が
大きくなる。

・大筋使用の活動が
多いが，細かな筋肉
が使えるようになり，
巧緻性が高まる。

・運動を目的として
捉え，粘り強く取り
組めるようになる。
・第二次性徴が始ま
り，女子が男子の体
格を上回る。男子の
筋力発達が開始する。
・循環器系の発達が
大きく持久力がつき，
粘り強くなる。

・男女差，個人差が
大きくなる。

認
知
面

・生活経験が頼りで，
直感的思考を行う。
・人によって，運動
に対する気付きの差
が大きい。

・生活経験が頼りで，
直感的思考を行う。
・人によって，運動
に対する気付きの差
が大きい。
・運動を体全身の動
きで捉えている。
・技能向上に意識が
向き出す。

・論理的・客観的思
考力ができはじめる。
・記憶力が進歩する。
・知的好奇心が強ま
る。
・運動を一連の動き
や体の部位に着目し
て捉えている。
・自己評価のできる
ようになる。

・論理的・客観的思
考力が伸びる。
・記憶力が進歩する。
・知的好奇心が強ま
る。
・運動を一連の動き
や体の部位に着目し
て捉えている。

・論理的・客観的な
思考ができるように
なり因果関係を分析
的に考えることがで
きる。
・運動を一連の動き
や体の細かい部位に
着目して捉えている。

・論理的・客観的な
思考ができるように
なり因果関係を分析
的に考えることがで
きる。
・運動を一連の動き
や体の細かい部位に
着目して捉えている。

社　
　

会　
　

面

・大人への心理的な
依存が強い。
・自己中心的である。
・かんしゃくをおこ
しやすい
・個や少人数での遊
びを好む。
・１つの遊びに飽き
や す く，10 分 〜 15
分で飽きる。様々な
遊びに興味がある。
・一緒に遊ぶ仲間も
固定化されていない。
日に日に変わる。

・勝敗へのこだわり
が出てくる。
・大人への心理的な
依存が依然強い。
・自己中心的である。
主張をゆずらない
・かんしゃくをおこ
しやすい
・個や少人数での遊
びを好む。
・チームゲームへの
興味が出てくる。子
ども同士で結びつく
が，結びつきは希薄
メンバーも変わりや
すい。
積極的にチャレンジ
したがるが，粘り強
くやりとげる能力が
ほとんどない。

・勝敗へのこだわり
が出てくる。
・仲間を大切にする
所属感・連帯感が強
くなる。
・話合いによる問題
解決ができる。
・リーダー格が出現
してくる。
・失敗を責める言動
が見られる。
・ルールを守らない
面が見られる。
・男女を意識し出す。
・がむしゃらに努力
するが，つまずくと
あきらめやすい。
・ルールのある集団
ゲームが行えるよう
になる。

・仲間意識がますま
す強くなる。
・話合いによる問題
解決ができる。
・リーダーとフォロー
など社会性が高まる。
・失敗を責める言動
が見られる。
・ルールを守らない
面が見られる。
・社会性が高まり，
学級がまとまる。
・よい子指向から脱
却し，自己主張が強
くなる。
・自他を比較して，
自信をなくしやすい。
・同性集団での行動
が多い。
・グループ学習が適
している

・役割遂行へのこだ
わりが出てくる。
・チームプレーへの
関心が高まる。
・他人の立場で考え
ることができる。
・リーダーの選出が
できる。
・社会的承認願望が
出てくる。
・フェアプレーを好
む。
・内面的な基盤での
仲間とのつながりが
強くなる。
・自他を比較して，
自信をなくしやすい。
・自我意識が強い。
・自主的に自分の力
で解決する学習が適
している。

・役割遂行へのこだ
わりが出てくる。
・チームプレーへの
関心が高まる。
・他人の立場で考え
ることができる。
・リーダーの選出が
できる。
・社会的承認願望が
出てくる。
・フェアプレーを好
む。
・友人関係はせまく・
深く固定化
・自他を比較して，
自信をなくしやすい。
・自我意識がさらに
強い
・自己中心的な見方
がへる。
・異性への関心が強
い。
・自発的・自立的な
学習が適している。

　上記のように，各学年の発達特性を整理することで，子どもたちの特性を理解した上で，指導を

行うことができる。次項では，平成 20 年度改訂小学校学習指導要領解説体育編を基に明確化した

各学年の指導内容について述べる。
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3 　各学年の指導内容の明確化

　前項では，各学年の発達の段階を整理した。ここでは，体育科の内容は２学年で示されているが，

ゴール型を例にとり，平成 20 年度改訂小学校学習指導要領解説体育編を基に，各学年の指導内容

の明確化を図ることにした。（表２）。

表２　平成 20 年度改訂小学校学習指導要領解説体育編を基に明確化した各学年の指導内容

　上記の表２のように , どの学年でどの内容を身に付けさせるのか明確にすることで，系統的に指

導内容を身に付けさせることができる。次項では，これまでに整理してきた発達特性と指導内容を

基に，どのように運動教材を設定するのか述べる。

4　発達特性や指導内容を基にした運動教材の設定の基本的な考え方

　前述の「指導内容の明確化」を受け，その指導内容を身に付けさせる運動教材設定の重要性につ

いて述べたい。平成 20 年度改訂の小学校学習指導要領解説体育編では，ボールゲーム系領域にお

いては，技能における指導内容や取り上げる運動教材の例示が「ゴール型」「ネット型」「ベースボー

ル型」で示されている。これらの分類について高橋（2010）は，「限定的なボールゲームの種目中
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心の考え方から，学習内容の共通性が高いボールゲーム群から選択して運動種目を選択して学習さ

せるべきである」と述べている。さらに高橋（2010）は，「これらの各型に属するゲームは，共通

性が高く，学習した能力が他の種目に転移する」と述べている。これらのことから，運動種目固有

の技能を教えるのではなく，型に共通する戦術を理解させていくことが重要であるといえよう。つ

まり，このことは，「バスケットボール〈を〉教えていた体育授業」から「バスケットボール〈で〉

教える体育科授業」へとの考え方の転換を意味しているものである。

　このような考え方を基に，複式学級を有する学校の体育科授業を考えると，「少人数であること

や，技能差・体格差が大きいことから，正式なルールやコートで学習を行うことが難しい」という

課題があがっている。その解決策として，最も重要なことは，正規なルールやコートで学習を行う

という種目中心の考え方から脱却し，自ら運動教材を工夫し，設定するという指向である。以下で

は，指導内容を身に付けることができ，自分の学級・学校の児童の実態を鑑み，どのように運動教

材を設定するのか，についての考え方を詳述する。

　岩田（2012）は，「内容的な視点と方法的な視点を基にスポーツや遊びである素材を加工・改変

したものを教材」と述べている。図１は，教材づくりの基本的な視点である（図１）。運動教材を

設定するには，数多あるスポーツや遊びなどの素材を選ぶ。そして，大きく２つの視点で加工・改

変することが重要である。１つ目は，学習内容を明確にするという「内容的な視点」である。指導

内容を確実に身に付けることができるのかという視点である。２つ目は，子どもの学習意欲を高め

ることができるかといった「方法的な視点」である。具体的には，知識・技能，思考力・判断力・

表現力，社会的行動等の内容を明確にして，発達の段階に応じた興味・関心，学習機会の平等，プ

レイ性の確保等に配慮して，全ての児童が楽しめる教材をつくることを意味する。この２つの視点

を基に素材を加工・改変することで，よりよい運動教材をつくることにつながる。

　前述のように内容的な視点を含み，方法的な視点で考えた際に，「少人数であることや，技能差・

体格差が大きい」という複式学級の児童の実態を通して考えると，どの運動教材を設定するのか，

さらに加工・改変できないかを吟味し，設定することで，子どもたちが目を輝かせながら，ボール

ゲーム系領域の授業を楽しむことにつながるものと考える。

図１　教材づくりの基本的視点　岩田（2012）を一部改変

　ここでは，種目を学習することを中心とする考え方から脱却し，型に共通する技能を，運動教材

づくりを行いながら，身に付けさせていくことの重要性について述べてきた。さらに，次項では，

これまでに述べてきた「発達特性の整理」「指導内容の明確化」を基にした「運動教材の設定」と

その教材の中での子どもたちの様相を明らかにしていく。
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5　発達特性や指導内容を基にした教材設定と子どもたちのゲーム様相

　これまで述べてきた，発達特性と明確化した指導内容を基に，子どもたちの動きやゲーム様相が

どのように発展していくのか整理した。このことにより，発達特性を基にして指導内容を身に付け

させる教材の要件を抽出することができると考えたからである。

5．1　１年生のボールゲーム

　1 年生のボールゲームでは，発達特性と指導内容基に，子どもたちのゲーム様相を以下の表３の

ように整理した（表３）。様相を基に教材は，多様な場でのボール投げゲームを設定した。

表３　１年生のボール投げゲームの様相

　上記のような場を設定し，上投げでの的当てや転がし的当て，ふんわり投げ入れなど，両手上投

げ，両手下投げ，両手でスローインのように，両手で体をひねって，片手で体をひねって，両手で

転がして，片手で転がしてなど多様な投げ方で遊ぶことができるようにする。ルールは，的の種類

や当てた・倒した，入れた回数を個人で点数をためていく。ボール一人一個。

　上投げを中心に取り上げて，強いボールを狙って投げる動きを高めさせる。的の大きさや重さで

点数化してペア等で競い合わせる。

4．2　２年生のボールゲーム

　２年生のボールゲームでは，発達特性と指導内容基に，子どもたちのゲーム様相を以下の表４の
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ように整理した（表４）。

表４　２年生のシュートゲームの様相

　上記のような場を設定し，１年生の場を生かしながら，チームで対戦する。ルールは，的の種類

や当てた・倒した，入れた回数を個人で点数をためていく。ボールは，1 人１個。

【単元終末には】

☆シュートゲームを発展させて，攻守入り乱れ型のシュートゲームやコートをつくったシュート

ゲームを行うことで，３年生の攻守入り乱れ型のゴール型ゲームにつなげさせる。
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5．3　３年生のゲーム（ゴール型）

　３年生のボールゲームでは，発達特性と指導内容基に，子どもたちのゲーム様相を以下の表５の

ように整理した（表５）。様相を基に教材は，シュートゲームを発展させたセストボールを設定した。

表５　３年生のセストボールの様相

5．4　４年生のゲーム（ゴール型）

　４年生のボールゲームでは，発達特性と指導内容基に，子どもたちのゲーム様相を以下の表６の

ように整理した（表６）。様相を基に教材は，シュートゲームやセストボールを発展させたハンド

ボールを設定した。

表６　４年生のハンドボールの様相
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5．5　５年生のゴール型ボール運動

　５年生のゴール型ボール運動では，発達特性と指導内容基に，子どもたちのゲーム様相を以下の

表７のように整理した（表７）。様相を基に教材は，パスバスケットボールを設定した。

表７　５年生のパスバスケットボールの様相
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【単元後半】

5．6　６年生のゴール型ボール運動

　６年生のゴール型ボール運動では，発達特性と指導内容基に，子どもたちのゲーム様相を以下の

表８のように整理した（表８）。様相を基に教材は，ドリブル１回バスケットボールを設定した。

表８　６年生のドリブル１回バスケットボールの様相

【単元前半】

☆５年生のバスケットボールを生かした，パスのみのバスケットボールを教材として設定する。

6　複式学級の体育科カリキュラムづくりに向けた教材設定の要件

　前述の発達特性や指導内容を基にした教材設定と子どもたちのゲーム様相を生かした，複式学級

における低・中・高学年の教材設定の要件は以下の通りである。
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7　まとめと今後の課題

　本論では，鹿児島県における教育現場特有の課題である複式学級の指導，特に体育学習に焦点化

をして，その課題解決を目ざすための手立ての１つとして，「発達特性の整理」「各学年の指導内容

の明確化」「発達特性や指導内容を基にした運動教材の設定」を主柱とした子どもたちのゲーム様

相を明らかにしながら，複式学級における２個学年一緒に学ぶ際の教材の要件の紹介を行った。

複式学級では，子どもの発達段階や実態の幅が広く，小学校体育科では，前述した通り，小・中・

高学年の２年間のまとまりで内容が提示されている。複式学級を担当する教師らは，この２年間の

まとまりで示されている内容を，眼前の子どもの発達特性や実態に照合し，精緻に整理をすること

が，すなわち，学習内容を的確に設定し，その内容に合致した運動教材の設定を行うことが，授業

づくりにおいては不可避な作業であることが明確であるといえ，この作業が欠落してしまうと，子

どもたちが「意味のない身体活動」に取り組む体育授業を創出してしまうことになる。本論におい

て紹介した複式学級における教材設定の要件は，複式学級を担当する教師らにとって，今後の授業

づくりにおいては，有用な指針になるものと考えられる。数多くの教師らに，それらが効果的に活

用され，また改善されることを通じて，複式学級の体育授業実践の取り組みが実り多いものになる

ことができれば幸いである。

付記

　本報告は，鹿児島大学教育学部附属小学校平成 25 〜 29 年度研究紀要で発表した体育科の研究内

容及び複式教育において研究をさらに発展させ，その研究成果をまとめたものである。
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